
東京国立博物館で前夜祭
ツーリズムＥＸＰＯジャパン

４
日
間
で

万
人
来
場

i．ＪＴＢ

協
力
施
設
の
最
優
秀
賞
を
表
彰

大
旅
館
は
ホ
テ
ル
浦
島



会員目線で組織運営
奈
良
県
支
部

新
寝
台
列
車
を
発
表

Ｊ
Ｒ
西
　

年
春
に
運
行
開
始

Ｊ　Ｒ　西

Ｕ
Ｓ
Ｊ
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
企
画

臨
時
列
車
や
乗
車
券

ＪＲ四国

商品説明会
大阪で開催

楽
天
ト
ラ
ベ
ル「
Ｒ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
」

オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン
タ
カ
ー
と
連
携

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
ナ
ビ
」刷
新

情
報
充
実
、検
索
も
簡
単
に

３月

総
取
扱
額
は
．
％
増
加

国
内
旅
行
は
．
％
増

ク
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
開
始

外
航
客
船

協

会
　

６
組
に
ク
ル
ー
ズ
旅
行

中川宜和さん

　

支
部
の
特
徴
は
。

　

社
の
会
員
会
社
が
自
由

に
意
見
交
換
で
き
る
風
通
し

の
よ
い
支
部
で
す
。
特
に
情

報
発
信
や
連
絡
が
大
切
な
の

で
、
昨
年
は
９
回
と
毎
月
の

よ
う
に
支
部
報
を
冊
子
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
は
日
本
の
始
ま
り
。

観
光
素
材
が
豊
か
で
す
。
そ

こ
で
着
地
型
旅
行
「
地
旅
」

の
推
進
を
強
化
し
て
お
り
、

５
月

日
の
総
会
で
、
こ
れ

ま
で
の
勉
強
会
を
「
地
旅
委

員
会
」に
格
上
げ
し
ま
し
た
。

地
旅
は
ど
う
売
る
か
が
課
題

な
の
で
、企
画
だ
け
で
な
く
、

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
販
路
拡
大

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

支
部
長
と
し
て
の
抱

負
は
。

　
会
員
が
お
客
さ
ま
に
良
い

企
画
や
情
報
を
提
供
し
、
最

初
に
選
ば
れ
る
旅
行
会
社
に

な
る
た
め
に
、
業
法
改
正
な

ど
に
関
す
る
研
修
会
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
常
に
会
員

目
線
で
考
え
、
会
員
に
「
支

部
の
会
員
で
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る

組
織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
社
、
ホ
リ
デ
イ
プ

ラ
ン
（
天
理
市
）
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
青
少
年
の
国
際
理
解
教
育

を
目
的
に
設
立
し
た
会
社
で

海
外
渡
航
業
務
、
国
際
交
流

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
海
外
手
配
を
得
意
と
し

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
社
長
方
針
は
「
こ
の
街
に

ホ
リ
デ
イ
プ
ラ
ン
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
会

社
を
目
指
す
。
「
損
得
よ
り

も
善
悪
を
判
断
の
基
準
と
す

る
」
や
「
熱
っ
ぽ
く
未
来
の

夢
を
語
り
合
う
」
な
ど
５
原

則
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
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９
月

～

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
旅
の
祭
典
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
概
要
が
５
月

日
に
発
表
さ
れ
た
。
日
本
観
光
振
興
協
会
が
主
催

す
る
来
場
８
万
人
の
国
内
観
光
博
覧
会
「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
と
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）
が
主
催
す
る
来
場

万
人
の
国
際
博
覧
会
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
」
を
統
合
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
来
場

万
人
を
目
標
と
す
る
。
観
光
庁
主
催
の
訪
日
旅
行
商
談
会

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２
０
１
４
」
も
同
時
開
催
し
、
９
月


日
に
は
国
内
外
の
参
加
者
を
招
い
た
共
同
前
夜
祭
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」

も
東
京
・
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
行
う
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
ス
ペ
シ
ャ
ル
き
っ
ぷ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

新
し
い
寝
台
列
車
の
イ
メ
ー
ジ

伊
予
灘
も
の
が
た
り
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
Ｊ
Ａ

Ｆ
ナ
ビ
」
の
画
面

「
道
の
駅
」巡
る

旅
行
商
品
発
売

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
は

日
、
中

国
地
方
に
あ
る
す
べ
て
の

「
道
の
駅
」
を
巡
る
商
品
を

発
売
し
た
。
参
加
回
数
に
よ

っ
て
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
初
の
企
画
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
や
買

い
物
な
ど
で
立
ち
寄
る
道
の

駅
が
最
近
、
地
元
の
歴
史
・

文
化
の
情
報
発
信
や
特
産
品

の
販
売
の
場
、
ま
た
、
観
光

地
へ
の
結
節
点
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

　
中
国
地
方
５
県
の
道
の
駅

全

カ
所
を
約
半
年
か
け
て


回
で
巡
り
、
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
も
ら
う
。
旅
行
代
金

は
大
人
１
人
で
３
９
９
０
円

か
ら
３
万
１
９
９
０
円
。

「
遠
方
へ
は
１
泊
２
日
、
近

郊
は
日
帰
り
で
参
加
で
き
る

よ
う
、
バ
ス
の
旅
を
用
意
し

た
」
と
い
う
。

　
３
回
参
加
し
た
人
に
は
出

雲
そ
ば
、
６
回
は
地
元
野
菜

（
３
㌔
）
、

回
の
人
は
旅

行
券
５
千
円
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。

　
日
本
外
航
客
船
協
会
は
、

ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
日
本
の

客
船
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
旅
行

が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
た
。
「
日
本
の
客
船

だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き
る
、

お
も
て
な
し
と
安
心
の
ク
ル

ー
ズ
を
広
く
一
般
消
費
者
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と
客
船
事

業
振
興
委
員
会
。

　
２
０
１
４
年
度
客
船
事
業

振
興
活
動
の
一
環
。
①
日
本

在
住
で
応
募
ク
ル
ー
ズ
出
航

時
に

歳
以
上
②
今
ま
で
日

本
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
た

経
験
が
な
い
③
ク
ル
ー
ズ
終

了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

す
る
―
な
ど
の
条
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ク
イ
ズ
は
「
心
の
休
暇
、

私
の
○
旅
」
の
○
に
入
る
漢

字
１
字
を
当
て
る
。
は
が
き

に
正
解
、
住
所
、
氏
名
、
希

望
の
ク
ル
ー
ズ
名
な
ど
を
書

い
て
投
函
す
る
。
応
募
締
め

切
り
は
８
月

日
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会
、
☎
０
３

（
５
２
７
５
）
３
７
１
０
。

　
飛
鳥
Ⅱ
に
よ
る
「
鹿
児
島

発
　
那
覇
・
日
南
ク
ル
ー
ズ
」

（

月
７
～

日
）
な
ど
６

ク
ル
ー
ズ
に
、
抽
選
で
１
組

２
人
、計
６
組
を
招
待
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ

パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
の
大
規
模

な
新
エ
リ
ア
「
ウ
ィ
ザ
ー
デ

ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ

・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
の

７
月

日
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
、
臨
時
列
車
の
運
転

や
特
別
企
画
乗
車
券
の
発
売

を
行
う
。

　
同
社
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ト
レ
イ
ン
と
し

て
、
２
０
０
１
年

３
月
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開

業
以
降
、
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
施
策
を

行
っ
て
き
た
。

　
今
回
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ

へ
の
来
場
に
便
利
な
臨
時
列

車
の
山
陽
新
幹
線
「
ひ
か
り

５
８
０
号
」
を
土
曜
日
や
お

盆
を
中
心
に
運
転
。
さ
ら
に

「
ひ
か
り
５
８
０
号
」
な
ど

か
ら
の
乗
り
換
え
に
便
利
で

新
大
阪
駅
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
シ
テ
ィ
駅
へ
直
通
す
る
快

速
列
車
を
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ

ー
エ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
で
運
転
す

る
。

　
さ
ら
に
、
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
ス
ペ

シ
ャ
ル
き
っ
ぷ
」
を
６
月


日
か
ら
枚
数
限
定
で
発
売
す

る
。
オ
ー
プ
ン
当
初
多
く
の

来
場
者
が
詰
め
か
け
る
と
予

想
さ
れ
る
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ

ー
エ
リ
ア
に
確
実
に
入
場
で

き
る
入
場
確
約
券
付
き
。
設

定
の
あ
る
同
社
管
内
の
エ
リ

ア
か
ら
の
往
復
新
幹
線
ま
た

は
特
急
列
車
の
普
通
車
指
定

席
、
指
定
の
Ｊ
Ｒ
自
由
周
遊

区
間
３
日
間
乗
り
放
題
、

「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
１
デ
イ
・
ス
タ
ジ

オ
・
パ
ス
」
も
セ
ッ
ト
に
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
を
購
入
す
る
よ

り
、
割
安
な
料
金
設
定
な
が

ら
、
入
場
確
約
券
と
い
う
魅

力
的
な
プ
レ
ミ
ア
チ
ケ
ッ
ト

を
セ
ッ
ト
に
し
た
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
法
人
向

け
一
括
精
算
サ
ー
ビ
ス
「
Ｒ

ａ
ｃ
ｃ
ｏ
（
ラ
ッ
コ
）
」
は

こ
の
ほ
ど
、
国
内
レ
ン
タ
カ

ー
予
約
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
ま
ず
オ
リ
ッ
ク
ス
自

動
車
（
東
京
都
港
区
）
の

「
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン
タ
カ

ー
」が
対
象
に
な
り
、今
後
、

連
携
す
る
レ
ン
タ
カ
ー
会
社

を
増
や
し
て
い
く
方
針
。

　
楽
天
は
、
レ
ジ
ャ
ー
利
用

が
増
え
る
週
末
や
連
休
中
に

比
べ
、
稼
働
率
が
下
が
る
平

日
の
法
人
利
用
を
取
り
込
む

こ
と
で
収
益
拡
大
を
狙
う
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
レ
ン
タ

カ
ー
事
業
は
２
０
０
７
年
に

開
始
し
、
年
々
売
り
上
げ
が

増
加
。
現
在
、
全
国
５
千
店

舗
を
超
え
る
拠
点
を
対
象

に
、
料
金
比
較
や
即
時
予
約

が
で
き
る
日
本
最
大
級
の
レ

ン
タ
カ
ー
比
較
・
予
約
サ
イ

ト
を
運
営
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

日
、
中

期
経
営
計
画
で
導
入
す
る
と

し
て
い
た
新
し
い
寝
台
列
車

の
コ
ン
セ
プ
ト
「
美
し
い
日

本
を
ホ
テ
ル
が
走
る
　
上
質

さ
の
中
に
懐
か
し
さ
を
」
を

発
表
し
た
。

　
同
社
エ
リ
ア
に
あ
る
、
京

都
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、

鳥
取
の
大
山
、島
根
の
松
江
、

萩
・
津
和
野
か
ら
下
関
に
か

け
て
の
長
門
の
海
岸
線
、
瀬

戸
内
側
は
多
島
美
、
広
島
の

宮
島
や
し
ま
な
み
海
道
、
尾

道
な
ど
の
日
本
の
美
し
い
景

色
に
加
え
、
地
域
の
伝
統
芸

能
、
食
材
な
ど
上
質
で
わ
く

わ
く
す
る
「
美
し
い
日
本
」

の
鉄
道
の
旅
を
提
案
す
る
。

　
車
両
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
や
車
内
レ
イ
ア
ウ
ト
は
京

都
迎
賓
館
の
建
築
な
ど
に
携

わ
っ
た
建
築
家
の
浦
一
也
、

車
両
の
外
観
は
新
幹
線
Ｎ
７

０
０
系
な
ど
の
列
車
の
デ
ザ

イ
ン
を
手
が
け
た
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
福
田
哲
夫
、
食
事

は
料
理
雑
誌
「
あ
ま
か
ら
手

帖
」
の
編
集
顧
問
の
門
上
武

司
の
各
氏
が
担
当
し
た
。

　
車
両
は

両
編
成
で
、
先

頭
と
一
番
後
ろ
の
車
両
は
機

関
車
で
、
ど
の
エ
リ
ア
で
も

運
転
で
き
る
よ
う
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
。

　
客
室
は
２
種
類
で
、
最
上

級
の
１
車
両
１
室
タ
イ
プ

（
１
両
）
と
、
１
車
両
３
室

タ
イ
プ
（
５
両
）
。
真
ん
中

の
２
両
は
食
堂
車
と
ラ
ウ
ン

ジ
と
な
る
。
１
車
両
１
室
タ

イ
プ
は
、
バ
ス
タ
ブ
や
シ
ャ

ワ
ー
が
付
い
た
バ
ス
ル
ー
ム

な
ど
を
備
え
た
世
界
で
も
希

少
な
列
車
の
客
室
と
な
る
。

　
列
車
の
両
端
に
屋
外
展
望

デ
ッ
キ
を
設
け
て
お
り
、
高

速
で
走
行
し
な
い
時
は
、
後

方
の
デ
ッ
キ
に
出
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
２

階
部
分
は
展
望
車

に
な
っ
て
い
る
。

　
運
行
開
始
は
２

０
１
７
年
春
を
予

定
。
運
行
エ
リ
ア

は
、
当
初
は
京
阪

神
と
山
陰
・
山
陽

エ
リ
ア
で
の
運
行

を
予
定
す
る
。

　
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
は

日
、
総
合
観
光
サ

イ
ト
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
ナ
ビ
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
新
た
な
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
の
観
光
情
報
を
掲
載
し
て

い
る
「
お
く
に
自
慢
ｎ
ａ
ｖ

ｉ
」
の
情
報
を
充
実
さ
せ
た

ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
が
優
待

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
の
検
索
情
報
を
、
こ
れ
ま

で
の
６
ジ
ャ
ン
ル
か
ら

ジ

ャ
ン
ル
に
増
や
し
て
検
索
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
さ
ら
に
、
初
め
て
Ｊ
Ａ
Ｆ

ナ
ビ
を
利
用
す
る
人
を
対
象

に
、
利
用
方
法
を
説
明
し
た

り
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の
作
成

を
手
助
け
し
た
り
す
る
「
？

サ
ポ
ー
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
ナ
ビ
は
２
０
０
８

年

月
に
ス
タ
ー
ト
。
当
初

は
ド
ラ
イ
ブ
情
報
に
特
化
し

た
案
内
サ
イ
ト
だ
っ
た
が
、

数
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経

て
、
現
在
は
総
合
観
光
サ
イ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
は
観
光
分

野
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
ナ
ビ
の
運
営

の
ほ
か
、
各
地
の
自
治
体
と

の
観
光
連
携
を
進
め
て
い

る
。

前
園
氏
ら
か
ら

サ
ッ
カ
ー
を
学
ぶ

日
旅
、
子
供
向
け

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
、

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の
前

園
真
聖
氏
、
遠
藤
彰
弘
氏
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
る

夏
休
み
の
子
供
向
け
企
画

「
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０

１
４
ｉ
ｎ
鹿
児
島
」
を
発
売

し
た
。

　
８
月
６
～

日
の
５
日

間
、
鹿
児
島
市
の
桜
島
溶
岩

グ
ラ
ン
ド
で
実
施
。
コ
ー
チ

陣
か
ら
技
術
や
戦
術
だ
け
で

な
く
、
サ
ッ
カ
ー
本
来
の
楽

し
さ
や
、
共
同
生
活
を
通
し

て
の
自
立
精
神
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
シ
ッ
プ
を
学
べ
る
と
い

う
。

　
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
２

年
生
ま
で
の
男
女
を
対
象
。

募
集
人
員
１
０
０
人
。
費
用

は
羽
田
発
着
コ
ー
ス

万
８

０
０
円
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
現

地
参
加
コ
ー
ス
６
万
円
か

ら
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
３
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
旅
行
取
扱
状
況
（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

５
８
５
６
億
１

７
４
５
万
円
で

前
年
同
月
比
７

・
８
％
増
。


カ
月
連
続
の
増

加
と
な
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が

・

１
％
増
の
３
７
３
４
億
３
０

９
０
万
円
、
海
外
旅
行
が
２

・
９
％
増
の
２
０
２
９
億
２

５
１
万
円
、
外
国
人
旅
行
が


・
０
％
増
の

億
８
４
０

４
万
円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行

は
前
年
同
月
比
で

カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
前
月
比
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
だ
っ
た
。
先
月
よ
り

社

増
加
し
た
。

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行
は


社
中

社
が
前
年
同
月
よ

り
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
５
・
５

％
増
の
１
６
１
７
億
５
７
３

６
万
円
。

　
国
内
旅
行
が
９
・
８
％
増

の
９
５
１
億
８
３
４
９
万

円
、
海
外
旅
行
が
０
・
３
％

減
の
６
６
１
億
６
５
０
０
万

円
、
外
国
人
旅
行
は

・
３

％
増
の
４
億
８
８
７
万
円
だ

っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
前
年
同
月
比
３
・

８
％
増
の
４
２
９
万
３
１
４

８
人
だ
っ
た
。

前
月
比
で
１
２

７
万
４
２
５
４

人
増
加
し
た
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
６
・
２

％
増
の
３
８
８
万
８
５
９
７

人
、
海
外
旅
行
が

・
９
％

減
の

万
５
０
８
０
人
、
外

国
人
旅
行
が

・
８
％
増
の

１
万
９
４
７
１
人
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は

日
、
大
阪

市
北
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
大
阪
で
「
平
成

年
度

Ｊ
Ｒ
四
国
商
品
説
明
会
」
を

開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
半
井
真
司
・
Ｊ
Ｒ

四
国
専
務
鉄
道
事
業
本
部
長

は
「
昨
年
度
の
鉄
道
運
輸
収

入
が
前
年
度
比
１
０
５
％
で

２
年
連
続
、
前
年
を
上
回
る

こ
と
が
で
き
た
。
近
年
は
、

わ
ざ
わ
ざ
乗
り
に
来
て
も
ら

う
鉄
道
を
目
指
そ
う
と
、
観

光
列
車
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
７
月

日
に
は
新
し
い

観
光
列
車
『
伊
予
灘
も
の
が

た
り
』
の
運
行
を
始
め
る
。

乗
っ
た
観
光
客
に
癒
し
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
商
品
説
明
会
前
半
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
が
、
観
光
列
車
の
伊

予
灘
も
の
が
た
り
や
Ｊ
Ｒ
利

用
商
品
向
け
の
特
別
企
画
や

特
典
な
ど
を
説
明
。

　
後
半
は
、
特
別
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
飯
泉

嘉
門
・
徳
島
県
知
事
、
尾
崎

正
直
・
高
知
県
知
事
、
野
志

克
仁
・
松
山
市
長
ら
が
登
壇
。

浜
田
恵
造
・
香
川
県
知
事
は

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
香
川

県
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
香
川
県
は
、
瀬
戸
内
海
国

立
公
園
指
定

周
年
記
念

「
香
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど

を
紹
介
。
徳
島
県
は
「
お
ど

る
宝
島
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
、
高
知
県
は
リ
ョ
ー
マ
の

休
日
「
高
知
家
の
食
卓
」
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
野
志
市
長
は
、
２
０
１
４

年
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

周

年
、
道
後
温
泉
本
館
改
築
１

２
０
周
年
、
四
国
八
十
八
ヶ

所
霊
場
開
創
１
２
０
０
年
の

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
着
地
型

商
品
な
ど
を
説
明
。
ま
た
、


年
は
高
野
山
開
創
１
２
０

０
年
、
夏
目
漱
石
の
松
山
赴

任
１
２
０
周
年
、

年
は
夏

目
漱
石
の
没
１
０
０
周
年
と

小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
創
刊

１
１
０
周
年
と
周
年
事
業
が

続
き
、

年
は
、
夏
目
漱
石

生
誕
１
５
０
周
年
、
正
岡
子

規
生
誕
１
５
０
周
年
の
年

で
、
松
山
国
体
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
今
井
敏
行

社
長
）
は

日
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
協
力

す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営

者
、
ウ
ェ
ブ
担
当
者
ら
千
人

を
招
い
て
、
「
感
謝
の
夕
べ

２
０
１
４
」
を
東
京
の
ザ
・

プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東

京
で
開
い
た
。表
彰
や
講
演
、

懇
親
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
施
設
賞
の
大
規
模
旅
館

部
門
に
は
「
ホ
テ
ル
浦
島
」

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
最
優
秀
施
設
賞
は
こ
の
ほ

か
、
旅
館
部
門
は
、
中
規
模

が「
サ
ニ
ー
デ
リ
ゾ
ー
ト
」、

小
規
模
が
「
柊
家
別
館
」
。

ホ
テ
ル
部
門
で
は
、
大
規
模

で
「
ホ
テ
ル
　
グ
ラ
ン
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
　
Ｌ
Ｅ
　
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｂ
Ａ
」
、
中
規
模
で
「
天
然

温
泉
　
花
蛍
の
湯
　
ド
ー
ミ

ー
イ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
京

都
駅
前
」
、
小
規
模
で
「
横

浜
テ
ク
ノ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
フ

ァ
ミ
ー
ル
」
を
表
彰
し
た
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
委
員
会
の
水

野
正
人
副
理
事

長
・
専
務
理
事

が
「
東
京
大
会

招
致
活
動
と
２

０
２
０
年
以
降

の
社
会
」
と
題

し
て
記
念
講
演

も
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田
川
博
己
社
長

は
「
長
年
の
夢
だ
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
宿
泊
販
売

額
１
千
億
円
を
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿

泊
販
売
全
体
の

％
に
あ
た

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
井
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
＝

写
真
＝
は
「
６
年
前
に
開
い

た
第
１
回
の
感
謝
の
夕
べ
は

事
前
申
し
込
み
が
１
７
０

人
、
当
日
参
加
者
数
が
１
２

０
人
だ
っ
た
が
、
本
日
千
人

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。


年
度
に
１
千
億
の
ネ
ッ
ト
宿

泊
販
売
を
達
成
し
た
が
、
こ

れ
は
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、
じ
ゃ

ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
３
分
の
１
程

度
で
、
や
っ
と
挑
戦
権
を
得

た
に
過
ぎ
な
い
」と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
「
第
３
極
勢
力
に

な
る
た
め
に
、
宿
泊
施
設
の

皆
さ
ま
と
共
に
一
層
努
力
し

て
い
き
た
い
」と
強
調
し
た
。

　
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
、

訪
日
旅
行
の
商
談
会
を
一
堂

に
集
め
、
ド
イ
ツ
の
旅
行
博

覧
会
「
Ｉ
Ｔ
Ｂ
ベ
ル
リ
ン
」

に
次
ぐ
、
世
界
最
大
級
の
旅

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
菊
間
潤
吾
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長

は
「
観
光
立
国
日
本
を
世
界

に
発
信
で
き
る
舞
台
が
整
っ

た
」
と
話
す
。

　
前
夜
祭
は
展
示
物
や
建
物

が
文
化
的
な
価
値
を
持
つ
東

京
国
立
博
物
館
を
舞
台
に
日

本
の
文
化
や
食
、
祭
り
な
ど

を
体
験
し
て
も
ら
う
。
日
本

の
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
品
を
鑑

賞
で
き
る
よ
う
に
も
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
新
し
い

旅
が
始
ま
る
。
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
展
開
。
日
本

全
国
と
１
５
０
を
超
え
る
国

と
地
域
の
出
展
者
が
観
光
情

報
を
発
信
す
る「
展
示
会
」、

最
新
の
旅
行
市
場
動
向
に
つ

い
て
討
議
す
る
「
国
際
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
国
内
外
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
旅
行
会
社

に
よ
る
「
商
談
会
」
、
旅
行

需
要
の
喚
起
に
貢
献
し
た
企

業
・
団
体
・
個
人
や
優
れ
た

旅
行
商
品
を
表
彰
す
る
「
顕

彰
事
業
」
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
構
成
す
る
。

　
展
示
会
は
、
会
場
が
旅
博

の
倍
に
広
が
っ
た
。
国
内
は

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
ほ
ぼ

す
べ
て
の
地
域
が
出
展
。
す

で
に
３
０
０
小
間
の
申
し
込

み
が
あ
る
。
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
国
内
旅
行
を
一
緒
に
情

報
発
信
が
で
き
る
ツ
ー
リ
ズ

ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
大
き
な
期
待

と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
同
実
行
委
員
会
副
委

員
長
の
見
並
陽
一
・
日
観
振

理
事
長
。

　
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
連
世

界
観
光
機
関
）
の
タ
レ
ブ
・

リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
が
日
本

を
含
む
ア
ジ
ア
の
旅
行
市
場

の
可
能
性
に
つ
い
て
基
調
講

演
。基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
利
用
し
た
観
光

振
興
」
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功

に
導
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
ら
が
討
議

す
る
。


